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《テーマの説明》 松下 佳代　高等教育研究開発推進センター教授 
《報告・質疑応答》
高大連携（ELCAS）：村上 章　副ユニット長、農学研究科副研究科長・教授








山極 壽一 総長 
北野 正雄 教育担当理事・副学長 
川添 信介 学生担当理事・副学長
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《モデレーター》 飯吉 透　理事補（教育担当）・高等教育研究開発推進センター長 
《パネリスト》
 北野 正雄 教育担当理事・副学長
 川添 信介 学生担当理事・副学長
 平田 昌司 文学研究科長
 高見 茂 前教育学研究科長
 潮見 佳男 前法学研究科長
 文 世一 経済学研究科長
 杉山 雅人 人間・環境学研究科長
（昼食・休憩）
基調講演 2：「京都大学の教育体制を世界の大学のデータから展望する」
　　　　　  山極 壽一　総長
テーマ2：パネルディスカッション
「社会とつながる京都大学の教育：高大連携・地域連携」　　　　　
《テーマの説明》 松下 佳代　高等教育研究開発推進センター教授 
《報告・質疑応答》
 高大連携（ELCAS）：村上 章　副ユニット長、農学研究科副研究科長・教授
 高大連携（京大オ プーン教材）： 田口 真奈　高等教育研究開発推進センター准教授
 地域連携（教育問題解決の支援）：桑原 知子　理事補（広報担当）・教育実践コラボレーションセンター長・教育学研究科教授






 山極 壽一 総長 
 北野 正雄 教育担当理事・副学長 
 川添 信介 学生担当理事・副学長
 木南 敦 理事補（教育担当）・法学研究科教授 
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新任教員教育セミナー2017の事後アンケ トー（N=56）
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通常講義 公開講座 国際会議 最終講義
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OCWの公開数 ※括弧内は、国際会議については英語以外の内数、それ以外は日本語以外の内数
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開講時期 講　義　名 講義担当者 備 考**
表1　2017年度開講講義


























Ethics in Life Sciences and Healthcare: 
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Introduction to Stochastic Processes: 

























Evolution of the Human Sociality: A Quest 





Ethics in Life Sciences and Healthcare: 
























*配信期間欄の ”Self-paced” は、開講時にすべての講義コンテンツが公開され、講義終了までに受講者自身のペ スーで学習を進める講義形態です。
**備考欄の ”JGP” はスーパーグローバル大学創成事業「京都大学ジャパンゲートウェイ（JGP）」からの提供講義です。これらの講義は本事業の助成を受け開講しています。
  また、回数は再開講を表しています。
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　本センターでは、2016年度に、edXのプラットフォームがオ プーンソ スー化された「Open edX」を利用し、主に京都大学の学生や教職














CPEHE Annual Report 2017
























































　本センターでは、2016年度に、edXのプラットフォームがオ プーンソ スー化された「Open edX」を利用し、主に京都大学の学生や教職














CPEHE Annual Report 2017

























































































CPEHE Annual Report 2017





































































































































CPEHE Annual Report 2017









































































































CPEHE Annual Report 2017


































































































































CPEHE Annual Report 2017













































































CPEHE Annual Report 2017
Center for the Promotion of Excllence in Higher Education, Kyoto University
6. ICT活用教育のためのポータルサイト（CONNECT）
　本センターでは、2017年度、全学組織である教育コンテンツ活用推進委員会（p.22-24参照）のもと構築したICTを活用した教育を
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7. 高大接続を促進するためのポータルサイト（KNOT）
(1)KNOTとは
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 国際連携
会議名称 AEARU Symposium on Teaching and Learning
（http://www.shss.ust.hk/conferences/2018-01-05-AEARU-teaching-and-learning/）
期間・場所 2018年1月5～6日、香港科技大学（香港）
















基調講演 “How to Update Existing Higher Education?”
　　Ben Nelson（Founder, Chairman, and CEO, Minerva schools at KGI）
休憩
対談 “Open Educational Innovation: Creative Destruction or Destructive Creation?”
　　Ben Nelson × 飯吉 透　
パネルディスカッション
　モデレーター：飯吉 透
　指定討論者： 君和田 卓之 （三井物産サービス事業部ヒューマンキャピタル事業室長）
 松下 佳代 （京都大学高等教育研究開発推進センター教授）
　パネリスト： Ben Nelson





（1）AEARU（The Association of East Asian Research Universities : 東アジア研究型大学協会）
　本シンポジウムでは2日間に渡って、AEARU加盟校におけるオンライン教育に関する優れた取り組みや課題について、各大学のアド
ミニストレーターを中心に情報・意見交換が行われました。京都大学参加者は、初日の全体セッション“Training Program Sharing 
on Teaching and Learning Using On-Line Resources”で司会を務め、“Promoting the Creation, Use and Re-Use of 





会議名称 2017 edX Global Forum （http://globalforum.edx.org）
期間・場所 12月5～6日、Fairmont Chateau Whistler（カナダ）














（2） edX Global Forum
会議名称 2017 Open edX Conference （https://con.openedx.org/）
EMOOCs 2017
期間・場所 5月22～26日、マドリード・カルロス３世大学（スペイン）
参 加 者 Isanka Wijerathne
　今回のOpen edXカンファレンスは、欧州
のMOOC関係者が集うEMOOCsカンファ
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●Mutual Online System for 
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（1）高校2年時における4つの資質・能力は、大学1年時のそれぞれの資質・能力に大きく影響を及ぼす。
（2）大学1年時で主体的な学習態度をもっていることが、資質･能力を身につけるために、アクティブラーニング外化を
行うために重要である。
（3）大学1年時の主体的な学習態度は、同じく大学1年時の二つのライフで説明される。その二つのライフは、高校2
年時のキャリア意識に大きな影響を受ける。
（4）高校2年時の資質・能力のなかでも、計画実行力は大学1年時の主体的な学習態度に影響を及ぼし、コミュニケー
ション・リーダーシップ力は同じく大学1年時のアクティブラーニング外化に影響を及ぼす。
（5）とくにジェンダー、大学偏差値、学部学科、中高一貫の属性・社会的要因が、資質･能力や学習、キャリア意識に
影響を及ぼしていた。
（6）高校2年時の勉学タイプ、勉学そこそタイプは、大学1年時の学びと成長（資質・能力・学習、キャリア意識）にしっ
かり繋がる生徒タイプである。授業外学習を行う、キャリア意識が高い、対人関係、自尊感情が良好であること、
すべてをバランス良く持ち合わせることがポイントである。
〒606-8501 京都市左京区吉田二本松町
TEL. 075-753-3087　FAX. 075-753-3045
発行日／2018年3月15日　　発行／京都大学高等教育開発推進センター　　印刷／双林株式会社
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